12.1-4　照　査　表

工　　種

１２．鉄筋コンクリート構造物　１２・１　ボックスカルバート

〔1〕基本条件の照査表

発注者名

受注者名

確認の日付

確認担当者

氏名
　　年　　月　　日

照査の日付

照査技術者

氏名
業　務　名

　　年　　月　　日

	基　本　条　件　の　照　査　表

工種：鉄筋コンクリート構造物：ボックスカルバート工

	ＮＯ
	項　　目
	主な内容
	提示資料
	照　査
	確　認
	備　　　　考
	設計内容（要点）記載表

	
	
	
	資料名
	ページ
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	１
	設計目的

・主旨等
	1) 目的・主旨を理解しているか
	特記仕様書、現場説明及びその資料
	
	○
	レ
	○
	レ
	目的は明確に表現されている
	１．１

	
	
	2) 設計の範囲・数量及び主な作業項目とその精度、工程等について把握しているか
	同上
	
	○
	レ
	○
	レ
	設計範囲は明確に記述されていて、かつ仕様書及び特記仕様書の内容と照合した結果問題ない。設計精度については、設計項目の重要度に応じた設計になっていない項目がみられたので、修正を指示した。
	

	２
	設計基本
条件
	1) 構造物の設置標高
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	表示方法は、打ち合わせ記録（第１回）によりＹＰとなっており、このとおりになっている。
	１．２

	
	
	2) 国際単位系の取扱いは打合わせ済みか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	第１回打合せ記録で、MKS単位とSI単位を併記することが確認されていて、表示はその通りになっている。
	

	
	
	3) 構造物の寸法であらかじめ示されているものがある場合、その確認をしているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	構造寸法は、設計段階で決まったもので、高さの決定根拠は、「３．設計計画（p.35）」に示してあり、第２回打合わせにより確認されている。
	

	
	
	4)荷重の種類は確認しているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	現地の条件に合致している荷重が採用されているが、決定根拠が記述されていないので、決定根拠を記述することを指示した。
	

	
	
	5)許容応力度設計法でよいか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	第２回打ち合わせにより決定
	

	
	
	6)鉄筋加工図は参考かどうか確認しているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	第３回打合わせにより、参考図とすることが確認されている。
	

	
	
	7)共通仕様書第2-2条(1)の適用する図書(設計基準)及び(2)の参考にする図書の中でどれを使用するか把握しているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	適用図書は明確に記述され、且つ設計目的・趣旨の内容と対比し、適用図書に間違いがないことを確認した。
	


	基　本　条　件　の　照　査　表

工種：鉄筋コンクリート構造物：ボックスカルバート工

	NO
	項　　目
	主な内容
	提示資料
	照　査
	確　認
	備　　　　考
	設計内容（要点）記載表

	
	
	
	資料名
	ページ
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	
	
	8)土質条件

a コンサルタント側が設定する土質定数があるか
	土質調査報告書
	
	○
	レ
	○
	レ
	本業務は、土質調査業務を含むものであるので調査結果に基づき決定し、その結果については、第２回打合わせにおいて確認されており、且つ適切な決定内容であることを確認した。
	

	
	
	b その値は妥当か
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	妥当であることを確認した。
	

	
	
	c 地盤の許容支持力の値は妥当か
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	妥当であることを確認した。
	

	３
	貸与資料の確認
	1)貸与資料の不足事項、追加事項があるか
	貸与資料
	
	○
	レ
	○
	レ
	業務内容、目的・趣旨と貸与資料項目を照合した結果、用地関係図面が不足していたので提供することが第２回打合わせで確認されている。
	１．３

	
	
	2)事業所に統一された基準資料があるか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	事業所の開設から年月が経っていなく、基準作成の準備中であるので、統一基準類はない。第１回打ち合わせ記録による。
	

	４
	現地調査
結果
	1)対象地域の写真撮影を行っているか
	現地調査資料
	
	○
	レ
	○
	レ
	写真撮影は行われているが、写真の整理（撮影位置、方向、説明）がされていないので整理を指示した。
	１．４

	
	
	2)地形・地質（特殊土壌地帯）・土地利用等現地の状況を把握しているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	地形図、地質図、土地利用図および現地写真があり、報告書に良く記述されている。
	

	
	
	3)主要構造物の設置の予定地点を把握しているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	構造物設置予定地点の地形測量がおこなわれている。
	

	
	
	4)用地の制限条件を確認しているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	地元打合せ協議資料にて確認してある。
	

	
	その他
	5)用地の制限条件を確認しているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	工事用道路として利用できる道路幅員が狭いので、道路の拡幅が必要であると記述されている。また、工事用道路の設計を行うことが、第２回打合わせにより確認されている。
	


工　　種

１２．鉄筋コンクリート構造物　１２・１　ボックスカルバート

〔2〕細部条件の照査表

発注者名

受注者名

確認の日付

確認担当者

氏名
　　年　　月　　日

照査の日付

照査技術者

氏名
業　務　名

　　年　　月　　日

	細　部　条　件　の　照　査　表

工種：鉄筋コンクリート構造物：ボックスカルバート工

	ＮＯ
	項　　目
	主な内容
	提示資料
	照　査
	確　認
	備　　　　考
	設計内容（要点）記載表

	
	
	
	資料名
	ページ
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	１
	一般項目
	1)市販プログラムソフトを使用する場合、チェック(テストラン等)は済んでいるか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	購入時にチェックを行っている。
	２．１

	
	
	2)同工種の標準設計があるか。ある場合は利用の可否の検討が済んでいるか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	高さは、標準設計の範囲内にあるが、現地の条件に合致しないので適用しない。ただし、概略の応力計算のチェックには利用できるのでチェック用として利用する。
	

	
	
	3)設計構造物の設計にどの様な基準書、示方書、指針が関係するか把握しているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	適用基準書等は明確に記述されている。
	

	
	
	４)設計構造物に対する二次製品の有無を確認したか。ある場合は経済比較等実施しているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	二次製品の利用は全面的に利用できるものではないが、比較検討は単体の直接工事費だけでなく、仮設工事（工事用道路）を含めて比較してある。
	

	２
	荷重
	1)荷重の種類や割増で見落としはないか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	適用基準と照合した結果、見落としがないことを確認した。
	２．２

	
	
	2)液状化の検討が必要か
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	
	

	
	
	3)地震時の震度を求める係数及び計算結果は妥当か

a 地域別補正係数

b 地盤別補正係数

c その他補正係数
	
	
	－
	－
	－
	－
	－
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	4)土被り高さは正しいか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	設計計画のとおりである
	

	
	
	5)土圧公式は妥当か
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	土地改良事業標準設計第９編　擁壁により「試行くさび法」を採用している。
	

	
	
	6)土質定数は妥当か
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	背面土は購入土を使用し、その内部摩擦角、単位体積重量は試験されている。
	

	
	
	7)荷重の組み合わせは適正か
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	荷重の組み合わせは、標準設計と対比し適正であることを確認した。
	


	細　部　条　件　の　照　査　表

工種：鉄筋コンクリート構造物：ボックスカルバート工

	ＮＯ
	項　　目
	主な内容
	提示資料
	照　査
	確　認
	備　　　　考
	設計内容（要点）
記載表

	
	
	
	資料名
	ページ
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	３
	部材の
設計
	1)レディーミクストコンクリートの呼び強度は適切か(平成7年4月から呼び方が変更された)
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	呼び強度が変更されたことは、技術職員全員に通知してあり、本報告書においても変更後の呼び強度が使用されていることを確認した。
	２．３

	
	
	2)鉄筋の種類とその許容応力度は適切か
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	地下水位下にある部材の許容応力度を一般の部材と同じ許容応力度を採用していたので、再計算を指示した。
	

	
	
	3)応力計算のチェック(またはパソコン入力値のチェック)は実施しているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	入力データのチェック（印刷結果）を行うとともに類似規模の設計例、標準設計により応力計算のチェックを行っている。
	

	
	
	4)鉄筋の被りは指定があるか。指定がないときはどの基準や環境によったか明確になっているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	部材の使用環境が記述されており、RC示法書、土地改良事業標準設計第９編擁壁に示されるこの条件の被りが選定されていることを確認した。
	

	
	
	5)一般構造物細目は基準をクリアしているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	クリアしていることを確認した。
	

	
	
	6)部材の構造細目は基準をクリアしているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	クリアしていることを確認した。
	

	
	
	7)その他の安全性確認要素に忘れはないか(たわみ量、変位量、座屈等)
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	クリアしていることを確認した。
	

	
	その他
	
	
	
	
	
	
	
	
	


工　　種

１２．鉄筋コンクリート構造物　１２・１　ボックスカルバート

〔3〕成果品の照査表

発注者名

受注者名

確認の日付

確認担当者

氏名
　　年　　月　　日

照査の日付

照査技術者

氏名
業　務　名

　　年　　月　　日

	成　果　品　の　照　査　表

工種：鉄筋コンクリート構造物：ボックスカルバート工

	ＮＯ
	項　　目
	主な内容
	提示資料
	照　査
	確　認
	備　　　　考
	設計内容（要点）記載表

	
	
	
	資料名
	ページ
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	１
	一般事項
	1)報告書の構成は、設計業務報告書標準様式(案)に準拠しているか

準拠していない場合、その理由は明確か
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	この工種の標準様式は整備されていないので、参考事例によった。
	３．１

	２
	設計説明書
	1)鉄筋コンクリート構造に関する設計の基本方針、設計条件等が詳細に説明されているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	設計条件の明示が不足していたので追加記述を指示した。
	３．１

	３
	設計図面等
	1)製図法は土木製図基準に従っているか
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	準拠してある。
	

	
	
	2)鉄筋コンクリート構造物として全体的に見てアンバランスな形状をしていないか(同工種の標準設計図集、土木製図基準の付図9～13、自社の同種図面等と比較してみる)
	
	
	○
	レ
	○
	レ
	全体的にバランスはとれているが、一部線が不明瞭であったので修正を指示した。
	３．２

	
	
	3)鉄筋加工図は参考である旨表示しているか
	鉄筋加工図
	
	○
	レ
	○
	レ
	参考図の表示がある。
	

	
	
	4)構造図の位置、寸法、高さ、設置標高は照合されているか
	構造図
	
	○
	レ
	○
	レ
	照合されている。
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	成　果　品　の　照　査　表

工種：鉄筋コンクリート構造物：ボックスカルバート工

	ＮＯ
	項　　目
	主な内容
	提示資料
	照　査
	確　認
	備　　　　考
	設計内容（要点）
記載表

	
	
	
	資料名
	ページ
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	
	
	5)鉄筋の配置は適正か　　　

a 鉄筋量は設計値に対し直近上位で入っているか
	配筋図
	
	○
	レ
	○
	レ
	報告書、基準と相違ないことを確認した。
	３．２

	
	
	b 主鉄筋の径とピッチの組合せはバランスがとれているか
	配筋図
	
	○
	レ
	○
	レ
	報告書、基準と相違ないことを確認した。バランスは良い。
	

	
	
	c 種類(異形か普通丸鋼か)の使い分け
	配筋図
	
	○
	レ
	○
	レ
	報告書、基準と相違ないことを確認した。
	

	
	
	d 被り、あき、ピッチ
	配筋図
	
	○
	レ
	○
	レ
	報告書、基準と相違ないことを確認した。
	

	
	
	e 曲げモーメント図と段落し位置
	報告書
	
	○
	レ
	○
	レ
	鉄筋の段落としは、原則行わない。
報告書、基準と相違ないことを確認した。
	

	
	
	f 定着位置、定着長、継手長
	報告書、
配筋図
	
	○
	レ
	○
	レ
	報告書、基準と相違ないことを確認した。
	

	
	
	6)主鉄筋以外の鉄筋(用心、配力、帯、ハンチ)の入れ方は関連の基準をクリアしているか
	報告書、
配筋図
	
	○
	レ
	○
	レ
	報告書、基準と相違ないことを確認した。
	

	
	
	7)差筋、戸当り等埋込金具、アンカーボルト、タラップ、スリーブ、電線電攪管、箱抜きなどの忘れはないか
	該当なし
	
	該当なし
	
	該当なし
	
	
	

	
	
	8)EXP.J.CONT.Jの配置、組合せは適切か
	該当なし
	
	該当なし
	
	該当なし
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	その他
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12.1-4-8 (記入例)

